
 

 

 

 

 

１．単元デザイン 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．単元で育成する資質・能力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

    

 

③日常生活や学習に活用しようとする態度                                                     ③ 日常生活や学習に活用しようとする態度           

① 生きて働く「知識・技能」 

(ｱ) 角の大きさを回転の大きさとして捉えること。 

(ｲ) 角の大きさの単位（度（ °））について知り、角の

大きさを測定すること。 

②未知の情報にも対応できる「思考力・判断力・表現力等」 

(ｱ) 図形の角の大きさに着目し、角の大きさを柔軟に表現したり、 

図形の考察に生かしたりすること。 

③学びを人生や社会に生かそうとする「学びに向かう力・

人間性等」 

・学習したことを日常生活や学習に活用しようとする態度 

角の大きさは辺の開きという認識から、回転の量を数

値化する意味を理解する。単位の考えを用いて、分度器

で正確に作図すること。 

角の大きさの表し方について、１°を単位としてそのいくつ分と

考え、表現する力をつける。角度を数値化することで、大小比較で

きることや再現できるというよさに気付くことができる。また、角

を図形と捉えて、坂道の角度を再現することができる。 

身のまわりにある量は、単位に着目して数値化すること

で比較したり測定したりすることができる。そうした見方

でこれまでの学習を振り返ったり今後の学習に活かそうと

したりするとともに、日常生活や身のまわりの量について

改めて見つめ直すことができるようにする。 

① 角の大きさを回転の大きさとして捉えること 
②                     
 
 
 
 

 

② 図形の角の大きさに着目し，角の大きさを柔軟に表現したり，図形の考察に生かしたりすること。 

中学年部会 ５月 提案資料 ４年「角の大きさ」   

提案者 岡田悠希 

単元の主張 「坂道プロジェクト」として学区の坂道の角度を比べる活動を通して、角の大きさについて単位と測定の意味を理解

し、角の大きさの測定ができるようにするとともに、角の大きさについての量の感覚を身に着けられるようにする。 

・坂道に興味をもち、学区の坂道の一番急な

坂について調べる計画を立てる 

・これまでの「一つの頂点から出た２本の直
線が作る図形」という角の捉えから、「２
本の直線の開き具合」という量としての角
（回転角）への捉え直しをする。 

 

①  ②  

・「坂道プロジェクト」の導入 

・図形としての角から量としての角へのとら

え直し 

・長さ、体積、重さの学習のプロセスと同じよ
うに、角の大きさも比べられるのかを考える 

・坂道の角を比べるときを想定し、２つ以上の
坂道を比べ、どれだけ違うのかを表す必要性
から、任意単位を用いて数値化し、測定する。 

・任意単位では測定が困難な上、いつでも誰に
でも伝えられないことから、角度の普遍単位
「１°」を知る。 

③ ④ ⑤  

・角の大きさの比較 

・角の大きさの任意単位による比較 
・普遍単位で表す良さの感得 

 

・180°より大きな角の測り方を言葉、式、図な

どを用いて考え、相手に説明する。 

・全円分度器を提示し、なぜ普通の分度器は半円

しかないのか、その理由について考える。 

・２つの三角定規に用いられている角の大きさ

に着目し、いろいろな角度を作る活動を通し

て、角の加法性をの理解を深める。 

⑥ ⑦ ⑧ ⑨ 

・分度器の使い方の理解と測定 
・180°より大きい角の測定方法 

・三角定規に使われている角の大きさと、角の加法

性の理解 

  ⑩ ⑪ 

本時 
・学区の坂道を計測して比較する活動を通して、数

値化したり角を再現したりしながら、一番急な坂
道を決める。 

・学習したことを振り返り、日常生活の場面や学習に生

かす。 

 

算数的活動を通して、角の大きさの理解を深め、他者に伝え

る 

① 角の大きさの単位（度（ °））について知り、角の大きさを測定すること。 
②  



 

３．本時について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最終板書

計 

 

 

 

 

 

○様々な情報の中から、必要な情報を選択し、

身の回りの問題を解決する。 
日常生活の場面で、状況によって判断できるよう

に、坂の角度だけでなく、かかった時間や距離も同時

に提示することで、児童一人ひとりが根拠をもって

目的に応じた道を選ぶのかを判断できるようにす

る。身の回りの物を数値化したり再現したりするこ

とで、さらに実生活の場面に活用できることをねら

う。 

本時の主旨 
岸谷の町の坂道の傾斜角度を測定す

るという活動の中で、角度を数値化し、

図形に表しながら説明することで、説

得力のある説明ができるようにする。

それぞれの班が調べてきた角度がどれ

くらい違うのかを問うことで、数値で

説明できたり、図形を組み合わせて比

較できたりする良さを実感できるよう

にする。 

また、自分の感覚と実際の数値との

違いに気付かせるために、坂道をその

場で作って児童が体験できるように授

業を組み立てる。児童自らはかりたい

と言った場合には、はからせる作業を

取り入れながら、感覚と数値の違いに

気付く授業展開にしていく。 

 
 

 

 

○坂道の角度を調べ、他の友達に伝わるように

具体物や図形を使って発表する。 

児童がそれぞれ予想して、坂道分度器で測定した結

果を発表する活動を通して、数値化して比べたり、具

体物の角度を実際に目で見て比べたりすることによ

り、一番急な坂道を決める。児童が友達に伝えるため

に、角度を具体化した図形などで分かりやすく説明す

る場面において、工夫ができるように支援する。 

 

○数値や図形で比較する。 
なぜ一番急な坂が決まるかということに着目させ、

数値や再現した三角形を比べることで問題を解決でき

ることに気付かせる。 

 

 
 
 
 

 

○予想値と実測値の違いを知り、角の大きさの感覚

を豊かにする。 
児童が予想していた傾斜角を実際に平均台でつくること

を通して、予想の角度がどの程度のものであったのかを、

視覚的に見て振り返れるようにする。実際に作って見せる

ことで、角度と自分の感覚の違いに気付けるようにする。

また、日常場面としてなぜ坂道は２１°以下しかないのか

を考え、身の回りの角度の急なところに目を向けられるよ

うにする。 

本時目標  一番急な坂道を調べる活動を通して、数値化したり再現したりするよさに気付き、生活に生かすことができる。 

□1 グループごとに調べた角度を発表し、 

 一番急な坂道がどこかを考える。 
□2 坂道の実際の角度から数値化すること

で、再現できるよさに気付く。 
□3 日常生活の場面に活用 

 

本時で働かせる数学的な見方・考え方   学区の坂道を図形の角の大きさに着目してとらえ、数値化したり角を再現したりしながら図形を考察し、日常生活の問題解決について考える。 

 

Ａ 

Ｂ 
Ｃ 



４．授業記録 

教師の発問 児童の反応 

 

 

Ｔ１ 今日は何するんでしたっけ。 

 

Ｔ２ みんなの予想はどこの坂道が一番でしたか。 

 

 

Ｔ３ どれも急な坂道ってことですね。やっぱり感覚

では はっきり一番急な坂道は分からないか

ら、実際に計測してきた角度をみんなに発表し

てもらいましょう。 

 

Ｔ４ はじめは生中前からお願いします 

 

 

 

 

Ｔ５ 次は、消防署の前ですね。お願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｔ６ 子安台公園の前の坂道お願いします。 

 

 

 

 

 

Ｔ７ イトーピアお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｃ１ 岸谷の坂道を発表して、一番急な坂道を決め

る。 

Ｃ２ リーデンス前の坂道 

Ｃ３ 消防署の前の坂道だよ。 

Ｃ４ 生中前の坂道も急だったから、そこだよ。 

 

 

 

 

 

Ｃ５ 私たちのグループは生中前の坂道を調べてき

ました。予想は４０度くらいと考えていました

が、結果は１１度でした。思っていたよりも角度

が低いなと思いました。 

 

Ｃ６ 僕たちは消防署の前の坂道は４５度あると予

想していましたが、計測してみると、１０度しか

ありませんでした。 

 

 

 

 

 

 

 

Ｃ６ 私たちは子安台公園の前を調べました。予想で

は３０～４０度だと思っていたけど、実際は１４

度でした。 

Ｃ７ このことから３０～４０度の坂道は、上るのが

大変な坂道だと気付きました。 

 

Ｃ８ イトーピアの前の坂道は、予想は１５度でした

が、実際測ってみると１１度だと分かりました。

３０度は紙に書いてみたらありえない角度だと

思ったので、予想と近かったです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｔ８ 次は、みんなの急だと予想していたリーデンス

前です。 

 

 

 

 

 

 

 

Ｔ９ 最後は、つつじの坂の角度ですね。お願いし 

ます。 

 

 

 

Ｔ１０ 結果は？ 

 

Ｔ１１ どこから分かったの？ 

 

 

 

 

Ｔ１２ なるほど。同じ数値だから同じ角度の坂道だ

と分かったのですね。 

 

 

 

 

 

Ｔ１３ そう言われているけど、どうなの？ 

 

 

 

 

 

 

Ｃ９ 三角形に表してみると、これくらい違うことが

分かりました。 

 

 

 

 

 

 

Ｃ１０ 私たちはリーデンス前の坂道を調べました。

３０度だと予想していました。角度の絵をかいて

みて、それくらいだと思いました。でも、実際測

ってみると、８度、８度、１２度、１１度の場所

と、その隣の１５度の坂があり、１２度よりも３

度も角度が大きいことが分かりました。このこと

から、リーデンス前は１５度でした。 

 

Ｃ１１ 私たちはつつじの坂の角度を調べました。 

  予想は４０度でしたが、実際に測ってみると、６

度でした。６度がこんなに急な坂だと思いません

でした。 

 

Ｃ１２ リーデンスが一番急です。 

 

Ｃ１３ リーデンスは１５度で、角度が大きいからわ

かるよ。 

Ｃ１４ ナンバー２も分かったよ。 

Ｃ１５ 子安台公園前が２位。 

Ｃ１５ イトーピアと生中前が同着３番。 

Ｃ１６ 一番急じゃないのはつつじの坂だよ。 

 

Ｃ１７ リーデンスも他の坂道もあんまり変わらな

いな。 

Ｃ１８ でも、リーデンスと子安台公園前では１度し

か違わないよ。 

Ｃ１９ ちょっとずれて測ったんじゃないの。 

Ｃ２０ ちゃんと止まってまっすぐにして測ったか

ら、あってるよ。 

 

Ｃ２１ 今の中では一番急な坂道はリーデンスだっ

たけど、他にも急な坂道はあると思う。 

 

 

１グループごとに調べた角度を発表し、一番急な坂道がどこかを考える。 

 

 

 

 

 

Ａ 

 



 

 

Ｔ１４ この結果をみて、気付くことはありますか。 

 

Ｔ１５ みんなの予想してた角度と比べてどうです

か。 

 

 

 

 

 

 

Ｔ１６ 実際に作ってみたら分かるかな。 

 

（実際に平均台をもってきて・・・） 

 

Ｔ１７ これくらいかな？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｔ１８ では実際に上ってみる？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｔ１９ どういうことですか。 

 

 

 

Ｃ２２ どの坂道も２０度より小さい。 

Ｃ２３ ４０度とかありえない。 

Ｃ２４ （実際に坂道分度器を見せて） 

    ４０度ってこれくらいだから。 

 

 

 

 

 

 

Ｃ２５ なんか板とかで坂道つくれるかな。 

 

 

 

Ｃ２６ これだとまだ４０度いってないよ。 

Ｃ２７ これでもまだまだ。 

 

 

 

 

 

 

Ｃ２７ ええ？！  

Ｃ２８ これで４３度 

Ｃ２９ 完全に上れない。 

 

Ｃ３０ 上れない。上れない。 

 

 

 

 

 

 

 

Ｃ３１ 滑るし全然上れないよ。 

Ｃ３２ ４５度神すぎる。 

 

Ｃ３３ ４５度は坂じゃないよ。 

Ｃ３４ ４５度は崖だよ。 

 

Ｔ２０ Ａさんが予想していた４５度と実際の１０

度にはどれくらいの違いがあるのかな。 

 

Ｔ２１ なるほど、車でも登れないくらいの坂なので

すね。  

Ｔ２２ みんなの身の回りに登れないくらいの坂は

ありますか。 

 

 

 

Ｔ２３ この滑り台は、実は３５度なんです。 

 

 

 

Ｔ２４ なるほど。３５度が坂だったら、上りにくい

かもしれませんね。 

 

Ｔ２５ みんなの気付いたことで２０度より高い坂

が無いっていうのはその通りで、実は日本の中

で一番急な坂道は２１度だそうです。 

 

Ｔ２６ 山以外でも、すごく急な坂道はどうなってる

かな？ 

 

 

 

 

 

 

 

Ｔ２７ 岸谷小学校に来るときに、みんなは坂を上っ

てくるよね。みんなだったら、子安台公園側と

つつじの坂と、どっちを上って学校に来たいで

すか。角度はみんなが調べたからわかるね。 

   子安台が１４度で、つつじの坂が６度ね。 

 

Ｔ２８ みんなはどちらを選びますか。 

Ｔ２９ 角度だけの情報で大丈夫？他に知りたいこ

とはない？ 

Ｔ３０ いい質問だね。距離は、子安台は４００ｍで、

つつじの坂は５００ｍです。 

 

Ｃ３５ 差が３５度ある。 

Ｃ３６ ４５度は車でも上れないよ。 

 

 

 

Ｃ３７ 坂がある。 

Ｃ３８ 階段がある。 

Ｃ３９ 公園に滑り台がある。 

Ｃ４０ 滑り台４５度くらいだよ。 

Ｃ４１ この滑り台は何度？ 

Ｃ４２ えー。 

Ｃ４１ 滑り台は下から上れるよ。 

Ｃ４２ 滑り台は上れるけど、手すりがないと上りに

くいよ。 

 

  

 

 

 

Ｃ４３ 山だったら？ 

Ｃ４４ 杖ついて登るよ。 

Ｃ４５ 手すりがついているよ。 

Ｃ４６ 階段があるよ。 

Ｃ４７ あるある。階段がある。 

Ｃ４８ 途中で休めるところもあるよ。 

Ｃ４９ あぁ～。 

Ｃ５０ 階段が急でも、休めるところがあれば、楽々

登れるね。 

 

 

 

Ｃ５１ ６度の坂。 

Ｃ５２ え～１４度かな。 

Ｃ５３ ダイエット中の女の人だったら１４度かな。 

Ｃ５４ 近道だけど１４度だと辛いな。 

Ｃ５５ どっちがいいかな。 

 

 

Ｃ５６ 距離はどっちが近いですか。 

 

Ｃ５７ スタートの場所は？ 

 

 

 

３ 日常生活の場面に活用する。 

 

２坂道の実際の角度から数値化することで、再現できるよさに気付く。 
 

Ｂ 

 



Ｔ３１ スタート地点は、この赤い星印のところね。 

 

Ｔ３２ 歩いてみたら、子安台は４分３０秒。つつじ

の坂は３分４０秒。 

Ｔ３３ Ａ（子安台側）を選びたいという人？ 

Ｔ３４ Ｂ（つつじの坂）を選びたいという人？ 

Ｔ３５ では選んだ理由を教えてください。 

 

 

 

 

 

 

 

Ｔ３６ ゆるやかというのは？ 

Ｔ３７ ゆるやかはどれくらいの坂道のことをいう

かな。 

 

Ｔ３８ なるほど。他の意見ありますか。 

 

 

 

Ｔ３９ 他の人はどうですか。 

 

 

 

 

 

 

 

Ｔ４０ なんで息切れするって思うの？ 

 

 

 

Ｔ４１ （次の人指名） 

 

 

 

 

Ｔ４２ もしお年寄りが一緒にいたら？ 

 

 

 

Ｃ５８ かかった時間は？ 

Ｃ５９ ４０秒の差しかないじゃん。 

 

Ｃ６０ （挙手１４人）これだけ？ 

Ｃ６１ （挙手２１人） 

Ｃ６２ わたしは、子安台公園を選びます。坂は１４

度で辛いけど、近道になるからです。 

Ｃ６３ わたしはどっちもいいと思います。でも、時

と場合によって、Ｂは６度でゆるやかだから、

急いでいかないでゆっくり行きたいときに使

うといいと思います。 

Ｃ６４ 確かに、時と場合によって考える。 

Ｃ６５ ゆるやかだと、上るのが楽。 

 

Ｃ６６ １０度より急じゃない坂がゆるやかかな。 

 

 

Ｃ６７ 私はＡを選びます。なぜかというと、Ａは最

初１４度の坂で辛いけど、あとから下りの坂道

になって、ちょっと休憩できるからです。 

 

Ｃ６８ ぼくもＡを選びます。なぜかというと、Ａの

方が時間的にも早くて、学校に早く着けるから

です。 

Ｃ６９ ぼくはＢを選びます。先生は大人だから体力

があって早く着いたけど、ぼくは疲れて息切れ

がしてしまうから、時間がかかると思うからで

す。あと、Ｂは車が通るから狭いし危ないから

です。 

Ｃ７０ １４度の坂は急だから。 

Ｃ７１ １４度だから必ず息切れするってことでは

ないと思うけどな。 

 

Ｃ７２ ぼくは絶対Ｂを選びます。坂道の長さが違っ

て、Ｂがゆるやかに上れるから。 

Ｃ７３ 僕は、最初はＡにしていたけど、やっぱりＢ

にしようと思いました。確かに、Ａの方が時間は早く

着くけど、Ｂの方が６度で余裕ができるから。 

Ｃ７４ お年寄りが一緒にいたら、Ｂを選びます。お

年寄りは疲れやすいから、角度の急じゃない方

を選んだ方がいいと思ったからです。 

 

 

 

 

 

 

Ｔ４３ 今日はこれでお終いにしようと思うけど、も

ともと子安台はどんな坂って思っていたんだ

っけ？ 

Ｔ４４ つつじの坂は？ 

Ｔ４５ でもそれだと曖昧だったんだよね。それをど

うしたら比べることができたかな？ 

 

Ｔ４６ これから先、何かに役立つかな？ 

 

 

 

Ｔ４７ なるほど。では、これで今日の学習を終わり

ます。 

Ｃ７５ 自転車に乗っていてもＢを選びます。急な角

度だと上れないから。 

Ｃ７６ きっと、Ａを選ぶ人は、時間を意識して早く

着きたい人で、Ｂを選ぶ人は、楽に行きたい人

だと思います。 

 

Ｃ７７ 急な坂 

 

 

Ｃ７８ ゆるやかな坂 

 

Ｃ７９ 数値に表したら比べられた。 

 

Ｃ８０ はっきりわからに物は、数値にすると比べら

れると思いました。 

Ｃ８１ 角度とか距離とか時間とかが分かると、早く

着きたいときとかにそれを使って考えられる

と思いました。 

５．児童の振り返り 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｃ 

〈算数日記〉 

坂道の角度が思ったより小さいことが分

かった。数値に表すことで、より分かり

やすくなった。 

 

 〈算数日記〉 

今まで坂道を角度で表せるなんて思って

いなかったけど、表してみると、どっち

の道を選ぶかの理由を考えやすいことが

分かりました。ベビーカーを引くお母さ

んがいるときは、６度の坂を選びます。 

 

 



６．分析と考察 

 Ａ                              Ｂ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Ｃ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．振り返りから 

本単元は、一時間ごとに角の学習を行うのではなく、単元の導入から「坂道プロジェクト～岸谷のまちの一番急な坂道はどこ？」とテーマを設定し、一番

急な坂道を調べるために「角の大きさ」について学習していくという流れで進めることができた。 

 本時で働かせる見方・考え方を、「学区の坂道を計測し、数値化したり角を再現したりしながら比較することを通して、日常生活の場面を振り返り、問題解

決の場面に活用する。」とした。多くの児童が、予想していた角度と実際に測定した角度にあまりにも差があったことに驚き、数値化することで本当の結果が

分かることにふれていた。しかし、授業中の発言で数値化することで比べられたり、再現できたりするよさがあることを、児童の言葉で引き出せなかった。

「T16 実際に作ってみたら分かるかな。」を児童の言葉で引き出すためには、「T15 みんなの予想していた角度と比べてどうですか」ではなく「もっと誰も

が納得できるうまい比べ方はありませんか。」のように問いを工夫することで、再現することにつながったのではないかと考える。発問の内容を明確にして、

発問のタイミングを考え、板書上に分かりやすく明記することも必要であったと感じた。 

 また、本時の課題は「学習したことをもとに、自分の考えを書ける児童」を目指していたが、感覚で問題解決を行っている児童が多く、全員が角度を意識

して問題解決できなかった。ゴールのイメージを教師自身がもち、角度を意識させる声かけが必要であったと振り返る。 

「岸谷のまちの一番急な坂道を調べる」という課題に対して、坂道の角度を実測し、角

度の数値で比べることにより、1 番急な坂道だけでなく、2 番目に急な坂道や一番急で

はない（一番ゆるやかな）坂道も決定することができた。 

C8 イトーピアの前の坂道は、実際測ってみると１１度だと分かりました。３０度は紙

に書いてみたらありえない角度だと思ったので、予想と近かったです。 

C11 予想は４０度でしたが、実際に測ってみると、６度でした。６度がこんなに急な坂

だと思いませんでした。 

事前に坂の角度を予想しておくことで、実測値と感覚との差を数値で比べることがで

き、どのくらい自分の感覚と違うのかを実感することができた。 

 

児童が予想していた傾斜角を実際に平均台でつくることによって、予想の角度がどの

程度のものであったのかを、視覚的に見て振り返れるようにした。 

C33 ４５度は坂じゃないよ。 

のように、児童は角度の開き具合が大きくなればなるほど驚きが大きくなり、実際に

上る場面を設けることで「40度や 45 度の角度の坂道はない」という根拠になった。 

 

C45 手すりがついているから上れるよ。 

C46 階段があるよ。 

のように、実際に生活している中で、坂道の角度が大きくなると、手すりや階段があ

ることを振り返ることができ、日常場面につなげるきっかけになった。 

 
 

 

様々な情報の中から、今日の問題は、角度・時間・距離という観点から条件に合った選択ができ、問題解決ができるように問題を設定した。 

C54 近道だけど１４度だと辛いな。 

のように、距離は近くても、角度が急な坂道を選ぶかどうか、迷う場面が見られたが、その後 

C74 お年寄りが一緒にいたら、Ｂを選びます。お年寄りは疲れやすいから、角度の急じゃない方を選んだ方がいいと思ったからです。 

C76 きっと、Ａを選ぶ人は、時間を意識して早く着きたい人で、Ｂを選ぶ人は、楽に行きたい人だと思います。 

など、状況によって選択肢が変化することに気付く児童が見られた。 

一番急な坂道を選ぶことによって、坂道は数値化できることに気付き、その数値を使って、今後の生活に活かすことができることに気付くきっかけになったのではないかと考

える。 
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